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市有林産のスギ丸太材を
東京 2020 大会選手村ビレッジプラザ
に提供！

　

１
月
29
日
（
水
曜
）
に
報
道

陣
に
向
け
て
公
開
さ
れ
た
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
。

　

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
大
会
を

盛
り
上
げ
、
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
大
会
を
実
現
す
る

た
め
、
全
国
63
自
治
体
か
ら
提

供
さ
れ
た
国
産
材
を
利
用
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
28
年
間
連
続

ス
ギ
丸
太
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
宮
崎
県
か
ら
も
、
本
市
、
都

城
市
、
日
向
市
、
美
郷
町
、
諸

塚
村
、
県
の
６
つ
の
自
治
体
が

所
有
す
る
山
林
か
ら
木
材
が
調

達
さ
れ
、「
み
や
ざ
き
ス
ギ
」

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
有
林
の
維
持

管
理
を
委
託
し
て
い
る
西
諸
地

区
森
林
組
合
の
協
力
を
得
て
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
伐
採
予
定

地
の
選
定
を
開
始
。
野
尻
町

三
ケ
野
山
の
柿か

き
か
わ
う
ち

川
内
市
有
林
、

佐さ

ど

せ

ば

る

土
瀬
原
市
有
林
の
２
か
所
の

ス
ギ
山
を
候
補
地
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
条
件
に

適
合
す
る
か
を
調
査
し
、
平
成

30
年
11
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
期
間
に
伐
採
。
２
９
４
本
の

ス
ギ
丸
太
材
を
県
へ
有
償
提
供

し
ま
し
た
。

　

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
は
大
会
終

了
後
に
解
体
さ
れ
、
提
供
さ
れ

た
木
材
は
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）

と
し
て
県
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

　

返
還
さ
れ
た
木
材
は
、
大
会

の
感
動
と
記
憶
を
次
の
世
代
に

つ
な
ぎ
、
持
続
可
能
な
資
源
で

あ
る
森
林
の
大
切
さ
に
目
を
向

け
る
機
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

公
共
施
設
な
ど
で
役
立
て
ら
れ

る
予
定
で
す
。

「
み
や
ざ
き
ス
ギ
」
を

選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
へ

＼ビレッジプラザって？／
　選手村内の東側に位置し、大会期間中
の選手の生活を支える施設です。
　花屋や雑貨店などの店舗、カフェ、メ
ディアセンターなどが配置されます。
　メディアを通して多くの人の目に触れ
る、選手村の代表的な施設です。

　

市
有
林
は
、
生
物
の
多
様
性

や
土
壌
・
水
資
源
の
保
全
な
ど

に
配
慮
し
な
が
ら
持
続
可
能
な

森
林
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
保
証
す
る
、
Ｓエ

ス
ジ
ェ
ッ
ク

Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林

認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

市
有
林
が
自
然
環
境
の
保
護

と
木
材
生
産
を
両
立
し
て
い
る

森
林
で
あ
る
こ
と
が
第
三
者
か

ら
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

今
回
の
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
へ
の

木
材
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
有
林
を
含
め
た
県

内
の
多
く
の
森
林
で
、
戦
後
の

木
材
不
足
に
伴
い
植
え
ら
れ
た

ス
ギ
が
伐
採
に
適
し
た
時
期
を

迎
え
て
お
り
、
伐
採
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

貴
重
な
森
林
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
「
伐き

る
」・

「
使
う
」
だ
け
で
な
く
、
伐
採

後
に
再
び
「
植
え
る
」
こ
と
で
、

計
画
的
に
森
林
資
源
を
循
環
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

近
年
、
市
有
林
で
も
市
役
所

新
庁
舎
や
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
に

使
用
す
る
た
め
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。
伐

採
し
た
市
有
林
は
、
原
則
と
し

て
２
年
以
内
に
植
え
直
し
を
行

い
、
必
要
な
手
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切

な
資
源
で
あ
り
、
市
の
財
産
で

あ
る
市
有
林
を
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
す

市
有
林
の
取
り
組
み

百年スギ（木浦木市有林内）
　百年スギは東方木浦木地区、ジョウゴ岳の麓
に広がる約 2 ㌶の市有林です。
　「百年ごとに伐採と植林を繰り返し、その収入
をもって市（当時は町）の永遠の基礎とせよ」
　市有林内にある記念碑には、植林の経緯に加
え、先人たちの言葉が刻まれています。
　今年で植林から 79 年目。保存林として次世
代に引き継ぐために５年前に間伐を実施し、伐
採した木材は新庁舎建設に役立てられました。

　今回、市農業振興課と協力し、ビレッジプラザ
への市有林材の提供を実施しました。
　この取り組みでは、一生に一度しかないという
責任を感じるとともに、先人たちが育てた木材を
提供できるという感謝の気持ちを持ちながら仕事
をさせてもらいました。
　思った以上に基準に合った木材が少なかったこ
とや、長材のため採材・搬出に苦労しましたが、
平成 31 年２月には、小林市に割り当てられた数
量を無事に製材所に納品することができました。
　ビレッジプラザへの木材提供をきっかけとして
市の林業に目を向けてもらい、豊かな森林資源を
次世代に引き継いでいただければ幸いです。

立
たてやま

山　豊
ゆたか

　本県は国内有数の森林・林業県であり、この豊
富な森林資源を循環利用していくため、新たな木
材需要の創出が重要な課題のひとつになっていま
す。
　そこで、全世界が注目する東京 2020 大会の情
報発信力により、“みやざきスギ”を国内外に広く
ＰＲして県産材の利用拡大に繋げるため、ビレッ
ジプラザのプロジェクトに参画しました。
　大会終了後には、使用した木材を東京 2020 大
会のレガシーとして公共施設などに再利用し、多
くの県民の記憶に残すとともに、木材利用の意識
の高揚につなげていくこととしています。
　今後とも、みやざきスギの魅力の発信に努め、
さらなる木材需要の拡大に取り組んで参ります。

竹
たけもと

本　智
と も か

佳

Interview 関係者に聴きました

市
有
林
ひ
と
く
ち
話

特集 / 市有林材を選手村に提供

西諸地区森林組合
事業課長

さん

宮崎県山村・木材振興課
みやざきスギ活用推進室
主事

さん

市有林産のスギ丸太材を
東京 2020 大会選手村ビレッジプラザ
に提供！


